
1. はじめに

馬場辰猪『日記』から見た

『日本文典初歩』第 2販の考察

一成立および特色を中心に-

金沢朱美

馬場辰猪 (185かー1888、以下、馬場)は 1873年、ロンドンに留学生として滞在中に

"An Elementary Grammar of the J apanese Language" (以下、『日本文典初歩j)を刊行

した。 1873年版は、森有礼が執筆した“Educationin Japan" (W日本の教育J)(1872)中
の国語としての英語採用論に反駁して、当時、俗語として軽んじられていた「口語日本

誌のどの部分にもなんらかの規則が見出されるととj、英語を国語にしなくても「文法

自体に関するかぎり、日本語は普通教育の基礎を教えるのに十分完全な言語であるJと

いうことを立証するために執筆した。馬場は、口語日本語の体系的な規則を記述し、さ

らに習得のための容易な練習問題を示した。 2版 (1888)は初版において 100問の練習

問題が 120問に増補されていて、馬場が米国に亡命中病浸する年の6月にロンドンおよ

びニューヨークから出版された。 3版 (1904)は在ロンドン日本大使館の一等書記官浮

田郷次が表記、誤糖、僅少の単語等の改訂を行い、ロンドンで出版したものである。

本稿では、馬場辰猪が残した英文の日記を考察することにより、増補された 2版の

練習問題を中心に 2版の成立時期を探り、同時に馬場自身の武家の出自や自由民権

思想家としての思想、や趣味生活が 2版の増補練習問題に与えた特色を考察する。さ

らに浮田による 3版の表記、単語の改訂にも言及する。なお、本稿で使用した『日本

文典初歩J2版は ReeseLibrary of the University of California所蔵版、表紙には“血1
Elementary Grammar of the ]apanese LangUage"、中表紙には“AnElementary Grammar 

of the ]apanese Language with Easy Progressive Exercises"とある。 3版は京都大学所蔵

版で、表紙には“Grammarof the ]apanese Languageぺ中表紙には初版原文どおり、“血1

Elementary Grammar of the ]apanese Language"、次の頁には“AnElementary Grammar 

of the ]apanese Language with Easy Progressive Exercises"とある。原すは縦18.5cmの

本であったことが示されている。
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2. 方法

本稿では馬場の日記を考察するにあたり、馬場孤蝶(以下、孤蝶H馬場辰猪日記{抄J
一日記を通して見たる馬場辰猪を中心に-f(以下「抄J)および!司「日記を過して見
たる馬場炭猪J2 (以下、f雄弁J)を参考文献として適宜参照した。日記は『鳥場長猪

全集j第 3巻に所収される英文日記 3(以下、英文日記)をテキストとして用いたが、「抄」

には英文日記には掲載されていない、散逸する前の日記 (1880年一明治 13年、 1882-

1884年一明治 15-17年)や、 f雄弁jに載せられていない日記部分(1880年一明治 13

年のB記)が掲載されている。一方、「抄」では「自伝本文 327頁下段 13行目以下 10

行参照j等のように、自伝にある部分を省略してしまっているが、 問主弁jには掲載さ

れている。さらに英文日記には「抄jに掲載されていない日付の日記が掲載されている。

結局、これら 3点の記事を丹念に読み解くことにより、 1日本文典初歩jに関する事

情がある程度浮かび上がってくると考えられる。上記3点の文献をつき合わせても孤蝶

が言及しなかった日付の日記で、後に散逸してしまった部分に響かれていたかもしれな

い 『日本文典初歩j関係の事情は解き明かすことができない。

英文B記には 1875年および 1877年の日記、 1880年7月分、 8月分、 12丹の一部分、

1886 -1888年の日記が収録されている。一方、f抄jによると、 1875年1月1日の記
述から始まり、 1875年、 1876年、 1877年、 1878年、 1880年については「抄Jであるが、
日記の訳出がある。 1882年一 1884年、1885年については孤蝶の解説による記述がある。

1886年、 1887年、 1888年については日記の相当詳しい訳出があるが全文ではなl¥0 

馬場の日記の中心を成すのは日々の来客や訪問先、支出の内訳とその日の活動、用事

等でほとんど英文で認められている。観劇のばあいは劇の名前や俳優名も欝き残し、金

銭の出納に関しては詳述している。日記という極めて他人的な党議であるから、前後の

つながりや解釈に苦しむところも多いが、れヨ本文典初歩jを巡る初Jt反出版後の動向や

2版への準備と実現、馬場の中での f日本文典初歩jの位置づけの変化について考察し

たい。

3. 2版 (1888)を巡る考察-f白書むを視座としてー

3 -1. 2版成立を巡っての考察

馬場は上述したように 1873年に初版をロンドン留学中に刊行するが、初版がイギ 1)

スで反響を呼び一定数の学習者が生まれた乙とは、以下に挙げる馬場の日記の 1875年

7月8日、 12月20自、孤蝶による 1876年の記述(下記、在英時代)から知ることがで

きる。さらに日本協会の会長で、あるArthurDiosyが初版で学習し、偶然の馬場との趨

遁に如何に感激したかを綴っている 3版の序文からもわかる。このような初版の好評の

ため、「抄Jにおける 1876年の箇所には下記のように孤蝶の記述により、[英文の日本
文典中の文例を書いたことが諸所に散見する」とあり、 1877年2月20日(火)以下の
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日記にも、馬場は2版の練習問題のいくつかを執筆していたとある。そこから馬場は在

英時代に既に 2版の刊行を目論んでいたことがわかる。 B記におけるイギリス留学中か

らアメリカ亡命時代における f日本文典初歩jを巡る記事(拙訳)を挙げると以下の通

りである。

在英時代

1875年7月8日(木H日本文典初歩J2部を在英公使宮に送った。
1875年 12月20日(月) トゥリュブナー蕗会から?日本文典初歩 50部を送るという

書簡を受け取った。

1876年については英文日記は残存していないが、「抄jには孤蝶により、捜数の日付

の司記が採り上げられている。具体的なB付で、 5日本文典初歩jに言及した部分は採
り上げられていないが、孤蝶による記述には「此年の日記の中には、 B本の{里言の翻訳

を企てたこと¥英文の日本文典1=1=1の文例を書いたことが諸所に散見するのみで、著作

の方では特に云ふべきことは無いやうである。J4とあり、辰猪が 1876年に既に『日本

文典子:)J歩jの改訂版を考えていたことがわかる。「諾pfrに散見するJにもかかわらず、

当該日付の日記が残存していないのはまことに惜しいが、孤蝶は f日本文典初歩j成立

を巡るj長猪の活動には細部に亘る関心を示していなかったようである。

1877年2月初日(火)日本文典初歩J2版のための練習問題をいくつか書いている。
1877年2月21日(水)引き続き『日本文典初歩j2版の練留問題を書いている。

1877年3月41ヨ(自)遂に動認の活用形 ruti ute utaJについて私の考えが定まる0
1877年3月11日(日H日本文典初歩Jl2版の練習開題CXVIIIを書いている。
1877年3月13日(火H日本文典初歩J2版の練習問題CXXを書き終わる。
1877年3月14日(水) トゥリュブナー商会ヘ行く。

1877年9月14Iヨ(金) トゥリュブナー商会に書簡を出した。

1877年3J=J 4日の日記では、馬場が動詞の活用形について自身で長らく熟考してい

たことがわかる。馬場が学んだ藩校では、母語である日本語について人々は動認の活用

形を学ぶ等という教育は受けていない。 1877年より 10年後の 1887年に東京の帝国大

学に入学した|河倉由三郎は、前iチェンパレンの授業について次のように回想している。

'1繋が先づ講義を拝聴したのは、「日本文典jの科目で、伺ーの科目が同じ過に物

集高児教授からせられた。|司教授の「てにをは教科書jや「かなづかひ教科書jが

当時の講述の資料であり内容であったに対し、チヤムブレン先生の御講義は、日本

語の言語学上の位置を明かにせられ、(前11自)動誌の活用の語幹 (stem)の無変化

(sak-a，sak-i，sak-u，sak-eの類)の事、等々、当時は極めて耳新しかったいろいろの

問題を、辞々と示して下さったので、自分等の自国語の構造についての、新しい考

察の|壌は、滋に大に視関かれたのであった。 5
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とあり、明治20年代にはチェンパレンによる「臼本文典jは消新の感が深く、この方

面の学|喝の極めて若かった時代には、(チェンパレン)先生の諾々句々が我々に驚異の

眼を見ひらかせたのであったとある。6

ここから言語学の概念を持ち込んだ日本文典の議識は日本ではお聴い外国人を抱えた

帝国大学において初めて受けることができる授業であったことがわかる。

馬場は、金沢 (2008)7にあるように、福沢塾で f英吉利文典jを使い、初めて英語を

習うのであるが、 f英吉利文典jはチェンバレンの講義のように言言語学的見地から英語

を教える教科欝ではない。 馬場の場合は、渡英した後に英語やフランス諮の学留をした

り、渡米してドイツ語の勉強をしたりするなかで、西洋諸の屈折や活用語の概念を用い

て、口語日本語を分析考察できる視点が護われたのではないか。

「抄jによると孤蝶による次の記述が見られる<)I明治9年(1876年)の日記によると、
辰猪はリヤルスと pふ人を師として法律学を学び、セレタスといふ人からフランス語を

習っていたとある。

残存する英文日記における記録では、 1875年 10月25日、 27日、 11月1EI、3日、 8日、

10日、 15日、 17日、 22日、 24日、 12月8日、 13日、 20日の、3か月で 131司、フラ

ンス語の授業をKingHenry's Roadで受けたとある 9。日記がないため断定できないが、

初回の渡英においてもフランス語の学習をしていたと推測される。

ドイツ語の学習については、英文日記には在米時代の 1887年 1月28日付に、アーン

著ドイツ語文法曹を買ったとある。「抄jには孤蝶により、アヒュ著独逸話文法書 10と

書いてあるが、英文日記ではAhn
ll
となっている。

Ahnというのは FranzAhn (179ら1865) のことで、 Howatt (1984) 1勺こよると、その

教授法は概略、以下のようである。

1827年にドイツ入学習者のためにフランス語の教科欝を作ったのが、アーンの

教科書の初めであった。1829年にオランダ語の、 1834年にフランス認の教科響を

作った。アーンメソッドは実践的で容易である。発音に関して短い紹介の後、基本

的な教材が始まる。各セクションには番号が付されていて、奇数の番号のセクショ

ンには文法要約が書かれている。理論的枠組みのところには 1ダースの新語紫提出

がある。その下には学習者の母語に訳されたいくつかの文章がある。一方、偶数の

番号のセクションには外国語に訳された練習問題がある。わずか 66ページに 68題

があり、12の語葉の練習セクションがあり、12ページの易しい対話例がある。(拙訳)

金沢 (2008)にオレンドルフの教科書と『日本文典初歩jの相似点の考察が究られるが、

上記のアーン教授法を見ると、奇数、偶数の番号の各々のセクション毎に、文型の元と

いえるような翻訳の短い練習問題を配置しているところが、馬場『日本文典初歩jはオ

レンドルフばかりでなく、疑いもなくアーン教授法に影響を受けたと考えられる。
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長沼直兄(1981: 131)によると、

従来より非常によい方法が考えられ、アーンAhnやオレンドルフ Ollen-dorff等

の本ができた。(I~~略)そういうのは今の直銀法と、昔の翻訳法の中間で、たくさ

んの文法上の練習を与えた。(中略)発達の歴史から言うと従来の翻訳法ばかりで

pったものが、アーンやオレンドルフにより多少日常の言葉を反復し練習させるこ

とにより熟達させるようになってきた 13。

とあり、どちらもアーンの教授法が古い翻訳法を脱して直接法出現前夜の教授法であっ

たことをÍ.Ï~している。

馬場は自らも西洋請を学習し、同時にこのような西洋語の学習書を教科書執筆者の眼

で考察していたことが考えられる。

日本において、馬場は動詞の活用を国文法として習ったわけではない。いわば自学自

首であるゆえに、上記の utiute utaについても長い時間をかけて自身で考察し、結論

を山したということであろう。

1878年1月7日には，馬場は、政治に関する信条的なことで他の日本人留学生と激論

になり相手を傷つけ、拘留される。 1878年3月141:1にはイギリスを去り帰国の途に着

かざるを得なくなったためか在英H寺代には 2版の刊行は実現しなかった。実際に出版さ

れたのは 1888年になってからである。

1880年の日記のNovemberに以下の記事が記されている。原文も日本語文である。

(前10首)余英国ニ至テヨリ此方ニ為シタル事業ハ甚タ少シト雌ドモ国家ノ為ニ為シ

タルコトナルヲ以テ此ニ記録スルナリ。西洋千八百七十二年ノ頃 全権公使森アリ

ノリ米国ニ在テ、我本邦ノ言語ハ、我ガ国人ノ教育ヲ助クルニ足ラサルヲ論ズ。余

此説ヲ ~I:ナリトシテ日本文典ヲ英語ヲ以テアラワシ、イサ、ヵ本邦言語ノ法則ヲ論

シ本邦ノ教育ヲ為スノ成向、》 jレヲ得ルヲ示ス。 14

1880 iF・の日記のこの条を読むと、馬場のなかで『日本文典初歩j初版成立の事情が8
年経った 1880年においても重裂な動機であったとして記されている。次に在米11寺代を

考察する O

在米時代

1886年 12月11::1 (水)アプルトン商会から書簡を受け取る。

1886年 12月71:1 (火)Falkman氏に私が著した『日本文典初歩j(初版一筆者注)を貸

してくれるよう書簡を出す。

1886年 12月21EI (火)Falkman氏から私が著した『日本文典初歩jを受け取った。

1886年 12月301:1 (木H日本文典初歩j(2版一筆者注)の草稿を書き終わり、ロンドン
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のトゥ 1)ュブナー商会に送付した。

1886年 12月31日(金)年末の仕事は f日本文典初歩jを補修してロンドンのトゥ 1)ュ

ブナー商会に送付したことである。

1887年 1月28B (金)アプルトン商会を訪問しなければならない。

1887年 1FJ 29日(土)アプルトン商会が f日本文典初歩j(2版一筆者注)を受け取る。

1887年4月9日(土H日本文典初歩j(2版一室長者注)の草稿についてトゥリュブナー商

会に書簡を出す。

1887年 10月25日(火) トゥ 1)ュブナー商会に f日本文典初歩j2問自の校正樹りを刊

行するよう警簡を出す。

1888年2月2B (木) トゥリュブナー商会から草稿を受け取る。

1888年2月7日(火) トゥリュブナー商会と印刷業者に議簡を出す。印刷業者へは響

留で出す。

1888年5月16日(水)アプルトン商会へ22ドル75セントの為替手形を送る。

1888年6月12日(火)新関紙上にての f日本文典初歩j紹介記事を同封したWilliams
氏の書簡を受け取る。

1888年6月13B (水)アプルトン商会ヘ f日本文典初歩j15部を送付するように欝簡
を出す。

1888年6月17日(日H日本文典初歩jをBoardman氏とJ，R.Young氏に送る O

在米時代の日記の記事を読むと 1886年の 12月21Bから 30日の関の 10日間で2版
として出版すべき f日本文典初歩jの練習問題を増補したように忠われる O れヨ本文典

初歩j初版は 1873年の秋にトゥリュブナ一社から出版されたが、 1873年 12月には日

本政府が官費留学生一斉召還を決定しており、馬場も 1874年 10月には帰国の途に着

いている。 1875年6月には再留学のため、再びロンドンに戻っている。 1875年7月か

らは早速、初j振をあちらこちらに送っている様子が窺え、馬場の ~B 本文典初歩j は

好評を博したと考えられる。前述の、 3版の序文を書いたArthurDiosyに趨遁したのも

1876年である。馬場は 1876年に増補をして 2版を出版することを考えたのであろうと

思われるが、増補の部分を執筆するのに、上述したように 1876年のある時期から 1877

年3月13日まで時滞を費やしている。そのときの草稿はイギリスからの帰国や呂本で

の政治活動、逮捕、アメリカへの亡命等で散逸してしまったのだろうか。あるいは在英

時代に執筆された練習問題の草稿を 11年後の在米における刊行にいささかでも利用し

たのであろうか。現在わかる明確なことは在英時代の 1876年から 2版の執筆を常に念

頭に置いていたこと、実際の成立は在米時代最娩年の 1888年6月であったことである。

3 -2. 2版練習問題の考察

3-2-1.2版練習問題の内容の検討

2版の増補練習問題の考察の前に金沢 (2009)15 ~こより初版に提出されている語嘆に
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ついて述べたい。

初版に提出されている詰4定は、文法の説明項目ならびに練習問題はともにごく日常的

な訴架から成り立っている。ほぼ当時の日常生活に密着した生活話徒であることがわか

る。話*数は約430誌で、現在における外国入学習者の日本語能力のレベルを基準とし

て比較すると日本語能力試験4級の習得レベルが話線800語、海外技術者研修協会編『に

ほんごのきそ 1J (1972) に収められた活殺が約 785諮であるから r日本文典初歩Jでは
およそその半分強の諮徒を紹介している。f!IJえられた話徒数で当時流行していた問答形

式を使い、ごく基本的な日本文の形の口頭練習をめざす方法はオレンドルフの学習警に

相似している。

以上が初版部~ff/l~~jJ砲の諮錠や例文の内容の概略で、あるが、 2 版における練習問題の増

補部分 CI から CXX までにiJ~1現する諮誕や例文は、初版の練習問題とは相当に異なった

特色が児られる。母国(英米)において入門から始める日本語学習者にとっては日本文

化の耳目仰が困難であると忠われる諸説!や例文が数多く提出されている。初版(1873) に

おいては、初k&の学背者が初めて日本語を学ぶのに典文化理!併が困難であると思われる

ような詰徒や例文はなく、概ねどこの国においても使用できるような例文を配誼してい

た。地有Ii練習問題の仔IJ文は初版の 100題と同じ問答形式の反復練習の形を踏襲している

が、例文内容の特色は著しく異なる。

1 JA¥ I~l の特色として、 f-1二の武人や古戦場が認例として多く出ている。馬場が武家出身

であることがよく j;Qえる内容である。

以下、 2版増布Ii部分の訟4Ji'と例文を中心に初版との速いを考察していきたい。なお、

大文字の使!日法やローマ:字表記は今日のと異なり、馬場自身の誤記も見られるが、以下

の表記はすべて馬場に従った。

CXIX 

動市jの話*ならびに活問表は省略する。(筆者による。)

Hei， army. 

Noti， flltllre， or after 

Na， name. 

Yo， generation. 

Ko， Lord， or a term of respect. 

Seifu， government. 

九内Tasureru，to forget. 

Yubin kiyoku， post-office. 

Yubin， mail， or post. 

Tuini，日nally.

Minato， harbour. 

Mukasi， ancient times. 

Ikusa， battle. 

Makeru， to be defeated. 

1. Kono tokoro wa mukasi Hideyosi ko ga hei wo atumeta tokoro de gozarimasu. 2. 

Yubin wa itu kono minato wo hassite itu Osaka ye tassimasu ka. 3. Kono yubin wa 
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konniti kono tokoro wo hassite miyoniti Ossaka ye tassimasu. 4. Sono Zainin wo bassita 

hito wa dare de gozarimasu ka. 5. Sono zainin wo bassita hito wa seifu de gozaril11asu. 

8. Mituhide wa Yamasaki ni hei wo atul11ete Hideyosi to tatakote tuini makel11asita. 9. 

Masasige ko wa Minatogawa no ikusa ni utizini wo site noti no yo ni na wo nokosimasita. 

10.羽Tatakusiwa sono hanasi wo kite， oboyete， hito ni hanasil11asho 

C:XX 

1.¥九'hopunished that cril11inal? 2. The government punished that criminal. 3. Is this 

the p]ace where Hideyosi col1ected his army? 4. No， this is the p]ace where Yosimoto 

collected his army and fought against Nobunaga. 5. V.司1atis this p]ace called? 6.This is 

the p]ace called Okehazama of Narul11i. 

上に持げた例文には史臣秀吉、今川義元、織EEI信長、楠木iE成等の武人の名前やi蹴嶋

となった地名が多く挙げられている。日本の歴史の詳細を知らない日本語入門の英米入

学留者が基本的な文の形を習得するために、このような馴染みのない武将の名前や戦場

名で練溜するのは親近感を持てないであろうし、あまり効果的ではないのではないかと

思われる。

馬場は当H寺、 i明治政府に対して批判的な遣さ勢を堅持しており、より民主的な言論活動

をJ!llilmできるように、 1885年 11月に日本をI?JWれ米国に渡航することを決していたが、
同月に「燥発物域締規則jに述反した嫌疑で逮捕された。 6か月後に証拠不十分で釈放

されるが、釈放後 10日で米国へ亡命するのである。米国における主たる活動は諮泌と

執筆であったが、最初jの講演のテーマは 11二|本古代の武器と甲府Jについてであった。
[抄」ならびに英文日記によると、1886年8月5EI の日記には「月と矢のことを ~tf く」、

8月11日には「弓のことを書き終わるj、8月161:1には[姶と滞刀を終わる。)]の方は

詳細なる説明をなさざるべからず」、 8月191:1には「武器考証を日本市で読み統く」と

ある。 r(，I!!~J易は)英文で日本武器の考証を書き始めたのであらう J と狐蝶は考察してい

る 16 日記によると、1887年にも米国各地で 1EI本の武出と|ニFJI市'Jについての識がiを行っ
ており、その|祭、 I~I 身も武器を子にし 1:101 河を身に着けて見せた写真が現存している 17

上述の『日本文典初歩.]2版の原稿は、 1886年の年末にロンドンの「トゥリュブナー

商会へ送られたとある。 2版において i二掲のように武将名や戦場名を多く掲げたのは元

来馬場が土佐の武家出身で、あり、自伝においても武士としての山自が絞々述べられてい

ること、 I~I 身も軍記を|割いて育ったこと、 1886 年 8 月に始まった日本の武器等の考証

と1887年も続いて行われた講演とのIINlに扶まれて斜!?雪問題.の増補がなされたため、武

将やIi民;喝を話題に上げた例文が多く児られるのであろうこと等が考えられる。

CXIX諜の 5. Sono zainin wo bassita hito wa seifu de gozarimasu.という例文は馬場な

らではの而目が限立|ー!としている。民主主義思想を]当き、生涯、在野であり続けた馬場は
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明治政府を常に批判し、政府から危険人物視されていたからである。

馬場は福沢諭吉の愛弟子で啓蒙思想家であったので、 上に取り上げたような例文は初

版から僅かではあるが載っている。例えばLXロllI，11の rZinminwo kioiku suru ga yo 
gozarimasu.J等である。

2点目に馬場の豊かな趣味生活がよく現れている語殺や例文を考察する。武将や古戦

場名と同様に、初級学習者が日本事情を平行して学ぶには適切さを欠くと考えられる。

文法説明省略。(箪・者)

単語訳省略。(筆者)

CXIll 

4. Nan to yuwu sibai no gedai de gozarimasu ka. 5. Tiwusingura to yuwu gedai 

de gozarimasu. 6. Sono sibai ni wa awarena tokoro ga takusan gozarimasu ka. 7. 

Tiwusingura ni wa takusan awarena tokoro ga gozarimasu. 8. N an to yuwu yakusha ga 

Asakusa no sibai ni orimasu ka. 9. Danjuro to yuwu yakusha ga orimasu. 10. Danjurowa 

watakusi ga mayeni mimasita yakusha de gozarimasu. 13. Sak王uzih旬1anat也awa k王叩a出ruwaza

wo goran nasa創r耐'ukoto ga dek記omas討it回aka. 14. Hei， dekimasita. 17. Sono atode (a立erthat) 

nani wo goran nasareta ka. 18. Sono atode hebitukai to tedumasi wo mimasita. 19. Sono 

atode oyado ye (to your house) okaeri nasareta ka. 20. Iye， sore kara mata hanasika 

to koshakusi wo kiki ni ikimasita. 21. Dare ga kono katana wo kosirayemasita ka. 22. 

Sore wa Masamune to戸lWUkatana kadi ga kosirayemasita katana de gozarimasita. 23. 

Sakuzitu odori wo goran nasaru koto ga delomasita ka. 24. Iye， odori wo mirukoto wa 

dekhτlasenanda ga wuta wo loki ni iku koto ga dekimasita. 

馬場は綴艇を大層好み、日記には海外においても頻繁に観劇をした記録があり、俳優

の名も俳優の演技に対する感想も記している。

日本文化に対する趣味も広く、弟の馬場孤蝶は、

辰猪は極めて趣味の広い男であった。明治十一年の日記 18を見ても、吾妻琴や生

花の稽古をしたことが窺はれるし、明治十五年以後には、三味線や蹄りの稽古もし

た。

と記しているへ『馬場辰猪自伝jに、

馬場の家の家庭教育が、柳かではあらうが、当時の儒学的教育以外に、文学、美術

の方面にまで及んでゐたことを吾々に示めすものである。辰猪は当H寺の政客として
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は可なり多趣味であった。英国留学の慌に養はれたところもあるには相違なからう

が、家庭に於ても、趣味教育の空気の存在してゐたことは争ひがたき事実である。

とあり 20、2版における練習問題の例文に浅草の演芸場のことやH出家のこと、箪議を講

じる講釈師のことが出てくるのは馬場自身の趣味の表れであるといえる。

3点目に貨幣の名称を挙げたい。 1885年9月の自身の日記CashAccountにはThe

expense 90.53[yen]とあり、既に|司を用いていることが記されているにもかかわらず、，馬

場は 2J援においても両を用いている。西日長欝ら (1988)によると、 f民間ではi明治8年

頃が両から円への転換期であり、馬場も (1875年の日記に)雨表示を記している。jとあ

る ~l

1888年刊行の2版の練習問題に頻繁に問と出てくるのは、前掲の日記のi原文による

と、 Falkmanから自著の f日本文典初歩J(初版と考えられる。)を借りた時日から 2版

の草稿を出版社に出した時期までの期間が9日間とあまりに短く、馬場はアメリカにお

いて 2版全体の推敵を十分にしなかったからではないかと考えられるのである。

例として次のような例文が挙げられる。 XLV1I諜において、 7.Anata no iye wa nan 

riyo simasita ka. 8.羽Tatakusino iye wa h'yaku riyo simasita. 13. llcura anata wa kane wo 

motteimasu ka. 14. Watalζusi wa kane wo zu riyo motteimasu. XLV1II課において、 1.

How much money have you? 2. 1 have three riyo.等である。

在英日本大使館の浮田郷次が 1904年に第3版を刊行したが、馬場の rJ原文を尊重し
ながらJ22も若干の改訂を加え、「両jを「円jに改めている。

4点目として気になるのは肯定形の答えが多くは「へpJで始まっていることである。
CV.3. Anata wa sakuzitu Asakusa ye iku koto ga dekimasita ka. 4. Hei，dekimasita. 22. 

Anata wa kono musi no asi wo kenbikiyo de miru koto ga dekimasita ka. 23. Hei， miru 

koto ga dekimasita. 

XCV1I. 12.Kono okata wa anata no otomodati de gozarimasu ka. 13.Sayo，kono okata wa 

watakusi no tomodati de gozarimasu. 

馬場はYesに当たる単語に対して、「へpJを紹介している。「へpJについてはyes
と訳し、[さよう」についてはjustsoと訳している。

馬場の生きた時代と同年代に編纂されたヘボン (1867、1872、1886)H和英語林集成J
では、 Heiへイ Exclam.usedin answering，same as hai， yes.， Haiハイ I唯n.Exclam. used 

in answering;same as he， = yes;司 tohenji suru. Sayoサヤウ左様 (comp.ofsa，such，and 

yo，1ike;such like，that kind) adv. Yes，just so.indeed，so: -de gozarimasu.just so. (以下、例

文|唱。)となっている。

一方、同 f英和Jでは、初版Yes，Sayo，hei再版Yes，adv.Sayo，hei. 3版Yes，adv.Sayo，hei. 
とあり、初版、 再版、 3版とも fへpJ、「さよう」とある。一方、 WH.メドハースト
編 (1830)r英和および和英語紫j23によると、ハイ Ha-iYesとあり、ヘイ He-iの箇所
には壁のへイ Awallしか載っておらず、また、「さようjは掲載されていない。
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江戸期には一般の人々がYesを何と言っていたのかを、江戸落語の立川馬場 24によっ

て調べると[あい、はい、へpJともに使用している。「はpJは「ノ1イー把三文でご
ざりますが、三把ならば八文にして上げませうJ25とあり、「へpJは「ヘイ御免なさ
りましj2Gとあり、どちらも町人、商人が使っているが、fへLリは少しへりくだったニュ
アンスがあったようで、ある C

例文に顕微鏡という単語を導入し、斬新で、近代的であると忠われる一方で、外国人初

級学習者に「はpJを教えず、「へpJのみを教えていた。第3版では[へpJはれましり
と改訂され、「さようjはそのまま使われている。

5点目に東京を変わらず江戸と記している点である。初版は 1873年刊行のため、当

時はまだ、江戸を好んで用いる人がいることはアーネストサトウの『外国人が見た明治

維新jによってもわかる。サトウは、江戸を好んで用いた 27

しかし、 1888年になっても「江戸jと教えるのでは外国人学習者に誤りを教えるこ

とになる O 後述するように馬場自身は f初版における資料そのものを変更する必要は
ないと考えた。jと述べているがベ f江戸jについてはサトウのように「改革を好まな

いために」使い統けていたとは思えない。それよりも馬場の日記で上に見たように、 10

日間で2版を仕上げてしまったということが問題で、改訂するi時間を持たなかったのか

もしれない。 3版では浮田は[江戸」をすべて「東京jと修正している。

6点目に綴りの誤記が多いことに気づく。

CXV課において動詞の活用を示した箆所で、Iku，to go， Ite. 1ta (110頁)とある。

しかるに烏 j易は f初日Ja~U において First conjugation ending in U -1ku， To gO.と言己し、

Entreaty...…I社e-okure.1-tte主udasare.→ go.とあり、 te形を正j召している(12-14頁)

ため、分析を誤ったとは考えられない。さらに 2版のIkuの下の段には Hataraku，to 

work，とあり Hatarite.Hatarita.と誤記されているが、 2版を{吏用した学習者によって

であろうか、筆者が入手した ReeseLibrary， Univ. Of California rrr蔵版では Hataraite.
Hataraita.と手醤きで修正がなされている。 Ikuの活用形である 1te.Itaは修正されてい

ない。 EI本語の口語動誌の活用形については前述したように馬場自身も習ったわけでは

なく、 1877年3月41ヨの日記にもあるようにずっと考え続けていたようである。初版

においては正用されているにもかかわらず、 2)援で単なる誤記であるのか誤用している

ものもある。筆者の入手した 2版にはかつてこの本を使用した学習者によると思われる

欝き込みが多く、馬場の誤記も訂正されていることが多い。例えばKasa，hat.とある錨

所(初版も同様である0) に手議きの書き込みでBoshi (35頁)とあったり、 masculine

とFeminineの織の gokeとyamomeをyamomeとgokeに訂正、 widowをwidower，

widowerをwidowに訂正している (5頁)。また馬場の 1887年の論説TheJ apaneseを「号

本人J(37頁)と漢字で欝いた醤き込み等が見られる。なお、 3版においては浮|査によっ
て誤記の当該簡所は訂正されている。

2版はEI記にあるように急いでイ土上げたので、あろうか、全体的に誤記が多い。

本稿では文法事項に多くは言及しないが、一点、挙げるならば、馬場は初版で劫誌に
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ついて言及している。「本来は postpositonと苦うべきであるが、 prepositonと苦うほう

が学習者にわかりやすいからJとしている 29 しかし、 2版では当該説明をなくし、初
めから postpositionとしている。

3 -2 -2. 外国入学雷者による嫌習問題に衡するコメント

後述する 1日本文典初歩J3版(1904)で日本語を学習したイギリス人カーメン・ブ

ラッカーは 1937年、 12哉のとき母に誕生日プレゼントとして「大人向きの栗色の表紙

の小さな本jである『日本文典初歩jを贈られて日本語の学習を始めた。ブラッカーが

後年、日本研究者になったのは幼少時に f日本文典初歩jに触発されたゆえで、「多く

の歳月が経った今、読み返してみて、感謝の念と愛情がこみあげてくるjと記している。

「馬場の Grammarで実際に自本語を学んだ最後の世代の一人かもしれなしリとも述べ

ている。ブラッカーは3版で学習したのであるが、練習問題は修正箇月ft-を捺き、 2)援と

同じであるため、ブラッカーの練習問題に関するコメントは2版の練溜問題に対するコ

メントと捉えることができる。ブラッカーは概略、次のようにコメントをしているぺ

ローマ字表記法は全くのヘボン以前のつづり方であり、そのための難しさがあった。

例として歌はwuta'Jこはwuye'言うはyuwu'鉛筆はYempitsuである。

用語はi明治初年の担代のことばで、 1937年当時ですら古めかしいものがあった。例

として笑った、戦ったは笑ウ夕、戦ウタとなると、若干関西弁の響きも感じられる。練

習問題113には蛇使い、手妻掛(手品師)、軽業師などが登場する。練習問題119には「光

秀は山崎に兵を集め秀吉と戦うて、遂に負けました。J(後111各)のような例文があり、練
習問題の中に実用的でないものがある。一方、動物や鳥に関する文例が多く、婚しかっ

た。

3 -3. 罵場における f日本文典初歩J2版の位置づけ

馬場による 2版の序文によると、

…本書が 1873年に出版されたときには弓的は 2つあった。 1つ|ヨはわが悶の一部

の人々によって受け入れられた、日本語は非常に不完全で、ありそれゆえ撲滅されな

ければならないという考えに対抗するためである。しかしながらこの考えは不合理

で非現実的であるとして断念されてきたように思う。 2番邑の目的は日本語が話さ

れているままの口語としての概念を示すことであった。本書にいくらか変更を加え

たほうがいいという熟慮、された提案もあったが、自身としては資料そのものの変更

は必要ないと考えた。そこで筆者が勧められると考えるいくつかの新しい練習問題

を付加することにした。新しい練習開題は受け入れられると信じている。(t1U訳)

とあり、初版のような、森有礼の英語国語論に反駁し、日本語での教育の可能性の検証

という高遁な思想を謡いあげていない。在米中には馬場は悪化する重篤な病(結核)と
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闘い、日本政府への妥協や転向を許さぬ情熱のためにもたらされた貧困と関わなければ

ならなかったゆえに、山田孝雄をもって「国語の大恩人J31と言わしめたほどの、初版
の序文で謡われた高潔な思想は特に述べられていない。

初版における練習問題の配置の結果、日本語教科書という性格とその効果が表面に表

われ、 2版では思想的な表明よりも日本語文法の英米人への紹介、英米人による日本語

の習得に与るという意味づけの方が大きくなったように見られる。英米における使用状

況が好評であったことから、馬場自身も外国人学習者のための口語日本語の実用的教科

審の編纂を意識するようになったのであろうかと思われる。

f日記jに響かれている Young等の学習者のほか、新渡戸稲造の妻真理子も 2)坂を

使用して学留した。

4. 3版への継承

3版は 1904年、ロンドンにおいて日本大使館員であり、日本協会の書記でもある浮

田郷次が出した改訂版のことである。 3版では浮田自身の序文とともに、馬場の 2版に

おける序文、日本協会の会長であるArthurDiosyの序文を掲載している。

Arthur Diosyは、 馬場の初版で呂本語を溜得ーした人である。馬場生存中 1876年、ロ

ンドンの劇場で自身の横に座っていた日本人に日本語で話しかけて、偶然、その人が馬

場本人であったことにいたく感激したことを序文にも記している。

浮E日と Diosyが馬場の仕事を尊重していることは随所でわかる。初版は馬場が
Houghton卿に献呈したものであるが、初版が同卿!に献呈されたことが3版で也最初の

頁に記されている。浮田は、改訂部分は必要最小限に止め、著者である馬場の主要な

考え方はそのまま尊重したとある。 「表記法は最近学者間で意見の一致を見、一定の方

向に定まってきているが、初版はシ、チ、ツ、ヂ、ヅの新しい表記法 (shi，chi， tsu，ji，dzu 

or Zu) が決定される前に出版されたJと記し、「それゆえ新表記法を馬場の表記法

(si，ti，tu，di，du) と並べ、一覧でき るように序文に記したが、本文では馬場の表記法の

方が動詞の活月3等を示すのにわかりやすいのでそのままにしたjとある。また、音節と

して「ンJを追加した。本文では単純な誤記の修正、上述した両を円に修正する等の改
訂をした 32

5. おわりに

本稿では f日本文典初歩J2版の成立に関して、馬場『日記jの記述を手樹、かりに考
察を進めた。増補練習問題については実際に練習問題を考察しながら吟味をした。

2版は、馬場が持病の結核を抱え、明治政府と対立しアメリカにおける亡命生活を余

儀なくされたもっとも苦しい時に、病没する年 (1888年)の6月に刊行されたものであ

る。 2版について馬場自身は「資料そのものを変更する要はないと思うJと述べているが、
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推織の時間もほとんど取られなかったと思われ、誤記や棒iEの余地を残していた。

一方で、、 ドリル式の極めてわかりやすい口頭での反復練留間態は、学習者の日本語

留得を容易にし、英米での好評を大いに博したと考えられる。口ンドンにおける日本協

会の会員である浮田郷次は、初版で日本語を習得し日本協会の副会長・であったArthur

Diosyの協力を得て 3版(改訂版)を 2版の 16年後に刊行した。

3版の序文の左頁には、同時代にトゥリュブナ一社から販売されていたお

や辞欝の広告が掲載されている。 AstonのGrammarof the J apanese Spoken Language 

の忠告も載せられている。それらのうち、今後は未見のJapanese Conversation Course 

by H. Mutsu， A Tex-tbook of Colloquial ]apanese by R. Langeの被写を入手して馬場のf日
本文典初歩jと比較検討したいと患う。
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